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本論文において，石川氏は，捻れ三重積 L関数 L(s; f  g)について p進 L関数
の構成を行った．ここで，f は重さ k  2の楕円尖点形式，gは pが分解しない実
2 次体上の重さ (h1; h2)  (2; 2)の Hilbert 尖点形式である．f; gのレベルは pの外




(大域周期積分) = L(1=2; f  g) 
Y







る．F2=F1を p進局所体の 2次拡大とし， = 1j  j1F1 ,  = 2j  j2F1をF1 の擬指標と
する（1, 2はユニタリ指標）．jRe(i)j < 1=2 (i = 1; 2)と仮定する．g 2 GL2(F1)
および主系列表現の元 f 2 (; ), ~f 2 ( 1;  1)に対して，次のように定める．




（ 続紙 2 ）
また，2をGL2(F2)の既約許容的緩増加表現とし，_2 を反傾表現とする．2, _2









e	(fW; ~f) := Z
N(F1)nPGL2(F1)
fW (diag( 1; 1)g) ~f(g) dg;
IGP(W 
 f;fW 
 ~f) := DF2=F11=2F2 F1(1)F2(1)
Z
PGL2(F1)
W;fW (g)f; ~f (g) dg;
IRS(W 
 f;fW 
 f) := 	(W; f) e	(fW; ~f):
とおく（ 2 F2 は trF2=F1() = 0を満たす元）．以上の準備の下で，石川氏の証明
した分裂公式は
IGP = IRS
と述べられる．F2 = F1  F1の場合には，同様の公式が Michel, Venkatesh, Hsieh
により得られていた．
石川氏は，分裂公式を用いることで，捻れ三重積 p進L関数を構成した．これに
ついて述べる．k  h1+h2と仮定する．このとき，次の条件を満たす (k; h1; h2)の
開近傍 U  Z3p上の p進解析関数 Lpが存在する．(l;m; n) 2 U \ Z32が l  m+ n
を満たすならば, (l;m; n)に依存する 0でない明示的な定数倍を除いて
Lp(l;m; n) = E(fl;p;Ad) 2 
"(1=2;As gm;n;p 
 fl ;  2)
L(1=2;Asgm;n;p 
 fl)2
 L(1=2; fl  gm;n)

2fl
が成り立つ．ここで，flは重さ lの尖点形式であり，gm;nは重さ (m;n)の Hilbert尖
点形式である．fk = f , gh1;h2 = gが成り立つ．As gm;n;pはgm;nから定まるGL2(AF )






切である．例えば，(4; 2; 2) 2 Uのとき，f4やg2;2が適切な局所条件を満たすと，この
値が0になることがある．これは，捻れ三重積L関数の特殊値がL(1=2; f4g2;2) 6= 0
であっても，捻れ三重積 p進L関数の値がLp(4; 2; 2) = 0となること（例外零点の
存在）を示している．
以上が本論文の主要結果である．




切であり，岩澤主予想や p進 BSD 予想などの様々な応用が得られている．しかし，
まだ p進 L関数が構成されていない L関数も多数存在する．
本論文において石川氏が考察したのは，楕円尖点形式 f と実 2 次体上の Hilbert
尖点形式 gの組 (f; g)から定まる捻れ三重積 L関数 L(s; f  g)である．捻れ三重
積 L関数の特殊値については，市野氏による公式が知られている．市野氏の公式
は，保型形式の Fourier 係数と関係する大域周期積分と，局所的に定まる局所周期
積分を用いることで，捻れ三重積L関数の関数等式の中心 s = 1=2における特殊値









石川氏の証明した明示的 p進補完公式に局所 Asai L関数が現れることは重要で
ある．これにより，もとの捻れ三重積L関数の特殊値が 0でなくても，p進L関数
の値が 0 になる場合があることが分かる（例外零点の存在）．本論文において得




論文内容とそれに関連した事項について平成 29年 1月 26日に試問を行った結果，
全調査委員の一致で合格と認めた．
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